
土曜塾の取組
・学び直しの機会

H26.2月 試行
H26.3月～ 本格実施
実施回数 １０７回

［参加者］ １６８３名

［指導者］ ８４３名
・高校生（３３３名）
・退職校長
・学習支援ボランティア
（H29.2月18日現在）

「土曜塾」振り返りの時間（20～30分）
〇生徒のつまづきのポイントや時期、対応について、気付きを交換します。
〇教科担当や小学校とも共有し、学力向上・保障の取組に生かします。



「土曜塾」振り返り
講師（高校生含む）からの気付き・コメント・アドバイス一覧（抜粋）

H29.5

全般
小中で課題と感じること。頭の中でイメージすること、置き換えることが苦手。書かな
い。話したくない、はいつ頃から？何がきっかけ？

全般
「なぜわからないのか」（生徒側の問題）ではなく⇒「なぜわかる教え方ができなかった
のか」（教える側の問題）である。

全般 答え写しをしている生徒は提出することを最優先している。それでいいのかと思った。

国語
文の一部、意識のいったとことろだけで判断しようとしている。全体を見るようにアドバ
イス。

国語 古文が読めていない。音読が大切。上下に現代訳もあるが結びついていない。

数学
途中式を書かない生徒。答案が汚れることを嫌がる生徒。途中式を書く理由が分から
ない生徒がいる。必ずミスの原因になる。高校では絶対に通用しない。

数学 一次関数の求め方が定着していない。教えるとスラスラ解けるようになった。

数学 「分かりやすかったです！」の言葉がうれしかった。

数学
√がつくと全く別物になってしまう感覚が生徒にある。√〇〇の半分の感覚が分から
ない。

数学
単位の問題。㎞／時　を　ｍ／時にする。そもそもこれが割り算になっていることに気
づかず、スッキリと入ってこないようだ。

数学 方程式。整数だけならいいが、分数が入ると途端に抵抗感が増している。

数学
間の式を暗算でやってしまう。困らないと分からないのだろうが、困ったときに手遅れ
の状況にならないように。

理科 化学の問題。単語の意味自体を憶えていない。

理科 オームの法則が分からないのではなく、整数ならできるが小数になるとできなくなる。

英語 三人称の概念が分かっていない。

英語 会話文。会話はキャッチボールなのに英文になると分からなくなっている。

各プロジェクトに分かれて

学校の課題を開き、問題点を共有する。(熟議）

２ 組織を開く



学校課題に対応した組織づくり

プロジェクト制
学校運営協議会と連動

従来の校務分掌を再編
（例）いじめ対策、不登校対策、問題行動対策

心と体プロジェクト部会（毎週１回開催）
生徒指導・教育相談・特別支援教育・養護・食育・
主任児童委員（学校運営協議会委員）・市教委等
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生徒指導部・教育相談
（交通安全）

特別支援教育部
通常学級・通級指導・支援学級）

保健体育・食育部
学校安全・保健委員会

教務部
教育課程全般・学籍・教科書・表彰

研修部

学力向上・図書館
教科部会
少人数指導

特別活動部
生徒会活動・ボランティア活動

体験活動 職業講話・職場体験

部活動

環境整備部
緑化・清掃・掲示

学校文化創造

きめこまやかな指導プロジェクト
生徒指導・教育相談・特別支援・各学年主任

みずみずしい学校創りプロジェクト
生徒会担当・環境整備・音楽科・美術科・国語科・図書館等

小中連携教育推進協議会
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学力向上・学力保障への動きづくり学力向上・学力保障への動きづくり

１ 萩東中授業スタン
ダードの共通実践

２ 毎時間の授業評価
の全教科実施

４ 「人材育成ユニット」
による授業研究

５ 学習の手引きの作
成・活用

６ 家庭学習の充実に向
けた動き

３ 授業を開く

３ 補充学習・土曜塾・
火曜塾

授業の質の向上をめざして
生徒目線・保護者目線・地域の目線も授業に反映させる

「授業改善」について

◎学校の使命は、生徒の力を伸ばすこと

◎生徒を大切にするとは、まず授業を大切にする

ことから（教員の本分）

◎誰にとっても「わかる・できる」を保障する授業

◎求められる確かな学力の向上をめざす授業

◎そのためには「授業改善」を繰り返す教員に

◎「よい授業」かどうか、第一の評価者は生徒

◎「評価・改善」と真摯に向き合い続ける教員

＝生徒や保護者から「信頼」を得る

～校長から先生方に繰り返し話していること～



人材育成ユニット研修

人材育成ユニット



人材育成ユニットの役割

• 指導案の作成支援
• 研究協議でのアドバイス
• 学校運営協議会の方への連絡調整

• メンター
(10年以上）

• サポーター
（4～10年）

• 研修の日程調整
• 研究授業の資料準備
• 研究協議の司会、とりまとめ

• アドバイザー
（各主任級）

• 学校運営からの総括的指導
• 生徒指導、教務、研修の視点
• 特別支援教育からの視点

人材育成ユニットの役割

・学校運営協議会委員

・てごの会

• 保護者の視点
• 社会人の視点
• 子どもの視点 等

• 養護教諭
• 栄養教諭
• 事務職員

• 教育相談の視点
• 食育を通じての視点
• 事務室からの視点

教科論だけでなく
授業論でも協議



学校運営協議会委員からの授業評価

「人材育成ユニット研修」に関する学校運営協議会委員
としての感想・気づき (記述式アンケート調査 H28.9月 池田廣司）

１．どのような観点で授業を参観していますか。
・保護者の視点から、誰もがわかりやすい授業かどうか
・生徒がワクワクできるか、自分自身が入り込める授業にな
っているかを第一に見ます。

・板書の工夫、学習課題などの内容、生徒の発言やグループ
活動の内容、生徒の姿勢、教室の雰囲気など。

２．先生方の授業力向上につながっていますか。
・要点をつかんでいれば、良いように思われる授業ですが、
生徒に立場に立って保護者、地域目線は授業力や改善に
確実につながっていると思う。

・教師ではないので、授業内容にはなかなか意見はできませ
んが、社会人の一人である立場からの気づきは後日授業を
見て変化していると思うことがあります。



３．人材育成ユニット研修に参加して、自分自身にとってプ
ラスになることはどんなことですか。
・先生方の授業をする前の準備等のご苦労は大変なことだ
と知りました。同じ社会人として、事前の心構えは見習
わなくてはと思います。また、本音で話すことで人柄な
どが垣間見れてよかったと思う。

４．人材育成ユニット研修は、子どもたちにとって、どのよ
うなことがプラスになると思いますか。
・立場の違う人間が授業を見て、授業改善に役立っている
なら、生徒たちにとっては、質の高い授業を受けること
ができ、学力向上につながっていると信じています。

５．その他
・上司以外の人間から厳しい意見を言われたりして、先生
方も大変だと思いますが、皆「子どもたちのため」にと
向かっているところは同じだと思う。そのことを理解し
てくださっている先生方には頭が下がります。

生徒による毎時間の授業評価
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人材育成ユニットにおける成果

• 教職経験年数の振り分けにより、役割
の認識や自覚の高まり

• 教員からは見えない、多様な視点から
の気付きや貴重な意見

• 若手教員だけでなく、ミドルリーダーの
成長

人材育成ユニットにおける課題

• グループごとでの日程調整や全員での
協議時間の設定が難しい

• 教科の専門性を育てることも必要

• 授業研究の回数が増え、多忙化につな
がらない工夫（指導案簡略化等）が必要



地域貢献活動

• 学校を核とした人づくり地域づくりのた
めに（学校という場を活用した取組含む）

• 地域の担い手である子どもたちの生き
る力の育成のために

H28 萩東中 公開講座



萩の火山は不思議でいっぱいフラワーアレンジメント

喫茶
（長州おはぎ）

Let’s  smile ! フラダンス

小学生への学習
ボランティア

児童クラブ、
図書館ボランティア



体験活動部の
児童クラブ支援活動
（読み聞かせや人形劇

など）

美術部の地域行事制作活動
地域行事への

参加から参画へ

さわやか掃除部 あいさつランナーズ

〈今後のめざす方向性〉
学校課題の解決と

地域貢献を大切にする学校へ



◆ この時期の子どもたちは、身近に接する大人や直接

体験したことからの影響を大きく受けていること

～大人の後ろ姿、大人からかけられる言葉や感謝されること・・・～

～職場体験、面接指導、ボランティア活動、苦労した体験など・・・～

◆ 「感謝」の気持ちが湧かないと、世のため人のために

役立とうとするような 「志」には結びつかないこと

～学校支援活動や地域貢献活動の意義・必要性～

◆ 子どもたちのこの純粋な思いを叶えるために支援で

きる大人達であらねば

～コミュニティ･スクールの意義がここにもある～

立志式であらためて感じた３つのこと

ご清聴ありがとうございました。


